
いない
87％

1. 関係がある

2. どちらかと言えば関係がある

3. あまり関係がない

4. どちらかと言えば関係がない

5. 関係がない

6. どちらとも言えない

50人以上
10％

10～49人
27％10人未満

63％

いる
10％

無回答 3％
こころに問題を抱えている従業員の有無

こころの健康と生産性や事故発生との関係

回答した事業所の従業員数

　
働
く
人
び
と
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

に
伴
い
、
多
く
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
職
場
環
境
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
す
ま
す
こ
こ
ろ
が
重
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
市
は
市
商
工
会
に
協
力
を
依

頼
し
、
市
内
事
業
所
で
働
く
人
の
健
康
づ

く
り
を
検
討
す
る
た
め
に
、
事
業
所
ご
と

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
従
業
員
数
が
50
人
以

下
の
職
場
が
約
９
割
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
う
ち
、
約
１
割
の
職
場
で
こ
こ
ろ
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。「
こ
こ
ろ
の
健
康
と

生
産
性
や
事
故
発
生
の
関
係
」
も
８
割
以

上
の
事
業
所
が「
関
係
が
あ
る
」と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
が
あ
る
人
は
、
話
を
聞

い
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
相
談
を
受
け
た
人

は
内
容
を
整
理
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
相
談
を
さ
れ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
励
ま
し
た
り
し
た
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
励
ま
す
こ
と
が
逆
効
果
の

場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
相
談
を
受
け
た
人
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
よ
う
な
内
容
の
場
合
は
、
内

容
に
応
じ
た
相
談
先
に
連
絡
す
る
よ
う
勧

め
て
く
だ
さ
い
。

　

精
神
保
健
専
門
医
が
個
別
で
話
を
聞

き
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
本
人
以
外
に

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
も
受
け
ら
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま

す
の
で
、
心
配
の
あ
る
人
は
健
康
介
護
課

へ
2
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
27
日（
木
）、
12
月
22
日

（
木
）、
２
月
23
日（
木
）

働
く
皆
さ
ん
、
大
丈
夫
？

耳
を
傾
け
る
こ
と
の
大
切
さ

心
の
相
談

こ
こ
ろ
の
疲
れ
、
見
過
ご
さ
な
い
で

年
間
２
万
人
の
人
が
自
ら
命
を
絶
つ
日
本
。

そ
の
中
で
も
、
う
つ
病
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
人
は
５
，０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、

こ
こ
ろ
の
健
康
は
身
体
の
健
康
と
同
じ
く
ら
い
大
切
で
す
。

問
健
康
介
護
課　
℡
22
―
６
８
３
９

アンケート調査結果
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家具等転倒防止器具購入などを助成
問福祉課　℡22－6837

市では高齢者世帯、障がい者世帯などを対象に、
家具等転倒防止器具購入費などに関して助成を
行っています。

　　　家具等転倒防止器具購入費助成事業
■助成対象となる器具

　転倒防止板、Ｌ字型金具、補強板、突っ張り棒、二段家具
連結止金具、転倒防止ベルト、転倒防止チェーンなど
■助成の限度額	

　1世帯あたり3,000円（消費税含む）以内
※1回を限度
■条件

・借家、間借などの場合、器具を取り付けることについて、
家屋所有者の承諾が得られていること。

・器具取り付け後は、取り外さないこと。
■設置について

　山県市総合ボランティア・サポートセンターが無料で器
具の設置を行います。

　　　住宅用火災警報器設置推進事業
　　　自動ブレーカー落とし装置の取り付け
■助成について

　火災警報器、自動ブレーカー落とし装置の購入費に対する
助成はありません。
■設置について

　山県市総合ボランティア・サポートセンターが無料で器
具の取り付けを行います。

悪質な訪問販売と詐欺行為にご注意を
　悪質な訪問販売が発生しています。不審に思ったら、
訪問員に身分証（顔写真入り）の提示を求めてくださ
い。また、器具の取り付けなどで心配なことがありまし
たら、福祉課、山県市総合ボランティア・サポートセン
ターに相談してください。

　市内在住で、次の①～⑦のい
ずれかに該当する人の世帯
①65歳以上の高齢者
②要支援・要介護者
③身体障がい者（手帳1～3級）
④知的障がい者（手帳Ａ・Ｂ）
⑤精神障がい者（手帳1・2級）
⑥母子家庭および寡婦家庭（18

歳以上65歳未満の人が同居
する場合は除く。）

⑦難病患者など

▶協力機関
　NPO法人　
　山県市総合ボランティア
　・サポートセンター
　　　　　℡52－3110

・器具の取付相談
・取付ボランティア
・申請代行
お気軽に相談してください。

▶︎申込方法
・申請書の記入方法について

は、山県市総合ボランティア・
サポートセンターに相談して
ください。

・申請書は、市ＨＰからもダウ
ンロードできます。

対象世帯
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